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＜連絡事項＞

平成21年1月20日（火）「高次脳機能障害―脳のみかた」

青森労災病院精神科部長・北條　敬先生の講演会があります。コ・メディカル対象ですが、参加してもかまいませんので参加してください。

第８回院内研修

平成21年1月22日、23日（メモリアルホール17：30～18：30）

「医薬品関連事故の防止　　講師　黒沢雅広　　　　　　

　　　　　　　　～知っておきたい薬のリスク～」

ローテーション研修、西病棟配属になった東　久子さんが東病棟に研修のため来ています。付いたスタッフは、指導をお願いします。

実地指導に伴うカルテチェックについて～特に入浴の回数・床屋・ＯＴ等のチェックをお願いします。また、下記の患者様のカルテを重点的にチェックお願いします。

１月末に実施指導があるため、早めにお願いたします。　

· 感染対策管理委員会～予防：マスク着用、手洗い、うがい、湿度50％～60％に保つ、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人ごみの多い場所の外出を避けるようにしましょう

・電算委員会～勤務表、予定表を確実に入力しましょう。パソコン
（エクセル、ワーポイント）の講習は前回出席出来る方が少なかったので、1月後半～2月前半に改めて実施します。日程は、後日連絡となります。

· 豆まき行事～2月2日（月）リハプロA・Bグループの患者様はリハビリテーションプ　　　　　　　　　　

　　　　　　ログラムの時間に豆まきを行います。豆まき終了後ブルーシートを敷節　　　

　　　　　　の思い出を話ししながら少量だが落花生を食べ、節分の気分を味わって

　　　　　　頂く。Cユニットは豆転がしゲームを行います。

　　　　　　行事の為、当日は皮膚科受診は2月4日（水）に、変更になります。　　　　　　　　　　　　　　

注）来週、皮膚科についたスタッフは野沢Drへ情報提供・確認お願いします。

・タイヤのパンク修理に出していた車椅子が、修理が終了し戻ってきています。

＜患者様連絡事項＞

早川　忠様～数日前より歩行困難・意識レベル低下が見られ、左前頭部に6mm程の腫脹もあるため主治医に連絡し頭部ＣＴ検査の指示を受け、検査を実施しています。左硬膜下血腫との事で、家族（妻）に連絡をしています。主治医と妻が（15：00～）面談を行い、八戸赤十字病院の脳神経外科で治療が必要との伝えており、本日10時に受診の結果転院となる。経過が良好であれば1週間～2週間で再入院になる予定です。オムツはBのユニットの倉庫に預かっています。洗濯物が業者から届いたらオムツと一緒にしておいて下さい。

櫻田　早苗様～臨時薬（7日間）20日の夕方～処方になってなってます。　　　　　　　　

　　　　　　　デパケンR（200）2T×朝・夕

　　　　　　　エビリファイ（6）2T×朝・夕

　　　　　　　フンニトラゼパム（1）2T×1×Vｄｓ

大久保　まつえ様～ラシックス（40）0・5T　1×朝食後

　　　　　　　　　センナリド1T　　1×Vds　　　

　　　　　　　　　21日より定期薬処方となります。クラビット（100）3T　3×VDSは20日で止めになりました。

　　　　　　　　　

中野渡　不二男様～本人希望にておやつを家族が持参する事になりました。Dｒの指示により、おやつのコーヒは1杯/1日薄めでお願いします。

　　　　　　　　　　臨時薬消化性潰瘍剤が、3日分処方になりました。

　

成田　勝弘様～明日、退院予定であったが、本人の退院要求が強く、主治医の許可あり本日退院となる。

　　　　　　　

坂本　たみ様～他科持参よりのアローゼンは、飲み切り止めになります。　

　　　

浅水　洋様～東Aユニット～東Bユニットに、本日移動になりました。

吉田　光良様～本日より、終日隔離より時間隔離となっています。10時～16時の間、開放。16時～翌日10時の間、隔離。

＜新入院患者様＞

種市　久子様（43歳）

 病名　　　急性一過性精神病障害　うつ病　精神遅滞

 病棟　　　東Ａユニット13号室

 入院形態　医療保護入院

 主治医　　安ヶ平Ｄｒ

当院には2回目の入院、前回（Ｈ17.12.20～Ｈ18．9．24）退院後は外来通院継続し訪問看護、通所（不定期）を利用していた。頻回な電話が病院、通所、訪問看護にありその都度対応していた。今年に入り、被害妄想による問題行動があり、警察、保健所、行政が関わっていた。4日前には法務局の人に立ち退きを言われた、行政の人に母親が癌だと言われた、近所の人が悪口を言っている、家にセンサーを付けられた等話され、不眠、食事摂取量不良等もみられ、本日保健所、警察、役場職員同伴で受診。入院での治療必要な事説明するが理解得られず、東Ａユニットに医療保護入院となる。
入院時も拒否的で警察官とスタッフ同伴での入院となる。入院時ボディチェックの拒否はない。入院後は帰宅要求頻回。常に入り口ドア付近にいる状態。表情も険しくスタッフの話もあまり聞けない状態。昼食は不食。やや、ふてくされた感じが伺える。服薬の拒否はなく素直に応じている。

今後は、まず、静かに休める場の提供に努め、本人が安心して休めるように援助していきましょう。拒否・拒絶が見られる患者様なので、なぜ、拒否・拒絶するのかを考えながら接していきましょう。また、今回の入院の振り返りも時間をおいてから行うようにしましょう。

～主治医より～

· 自傷行為、拒否・拒絶、離院には十分注意すること。入院期間については未定。長くかかるケースではないかとのこと。

注）買い物カードの作成の有無や洗濯についてなどは、まだハッキリしないとの事。ハッキリし次第、SWより連絡がくることになってます。各リーダーはよろしくお願いします。















